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一

節
気
（
一
五

日
）
を
三
等

分

（
五

日

ご
と

）
し

た
も
の
を
七

十

二

候
と

い
う

が
、
現
在
暦
に
残

っ

て

い
る
の
は

「
半
夏

生
」
　（
七
月

二
日
頃

）
だ
け

だ
と
い
う
。

七
月

の
二

十
四

節
気
は
、

「
小

暑
」

七
日
頃
で

少
し

暑
く
な

る
時

期
。

「
大
暑
」
二
四

日
頃
で

暑
さ

が
最

も
厳
し

く
な
る
時
期
で
あ
る
。

カ
モ
メ

ー
ル
と
称
す

る
（

ガ
キ

が
販
売
さ

れ
、
暑
中
見
舞

状

が
日

本
中

に
配
ら

れ
る
月
で
も
あ

る
。

又

、
涼
を
求

め
て
海

に
山
に
と

移
動

す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
も
定

着
し

た
昨
今

、
先

ず
は
「
し

あ
わ

せ
」

と
思
う

べ
き
だ
ろ
う
。

昔

か
ら
、
涼

を
呼

ぶ
に

は
恐

い

も

の

が
定
説
。

怪
談
話

が
テ

レ

ビ

ラ

ジ
オ
に
登
場

す
る
の
も

七
月

か

ら
多

く
な

る
。

と
こ
ろ
で

、
恐

い
も

の
、
そ

れ

は
「
地
震

・
雷

・
火
事

・
親
父
」

で

育
っ

た
人

々
に
と
っ
て

、
自
然

発

生
的
な
も

の
の
恐
さ

の
順

位
は

不

動
だ

が
、
こ
の
頃
の

親
父
の
地

位

や
権
威

の
凋

落
は
実

に
嘆
か

わ

し

い
限
り
で

あ
る
。
今
夏

、
そ
の

復

権
を
夢

み
て
は
…
…

…
。
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心
を
込
め
一
株
ず
つ
手
植
え

新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
祭
（
中
沢
地
区
）

新
嘗
祭
献
穀
に
よ
る
御
田
柚

祭

が

、
五

月

三

Ｉ

一

日

（

水

）

、

中
沢
地
区
の
水
田
に
お
い
て
来

宣

、
関

係

者

に囗
幺
‥
が

出

席

し

行

加

札

主
し

か

。

穴

中

令
目工
に片
）

目

献

員

寸

石

の

は

胤

本

太
（

中

沢

⑤
し
ん

で

、

「
む
つ
ほ
ま
れ
」
を
水
川
一
ア
ー

ル

に

作

付

け

し

ま

し

た
。

式

は

、

午

前

十

時

か

ら

神

主

心
よ

石

神

事

か
お

り

、

八

戸

良

次
郎
村
長
け
じ
め
関
係
者
が
次

々

に
玉

串

を

さ

さ

げ

ま

し

た
。

引

き

続

き

、

大

勢

の

観

衆

が

に七
守

る
小

、
い

い
衣

装

の

。
に
十

乙

女

“
（

川

区

の

中

学

生

）

が
、

先
輩
の
手
解
与
を
受
け
な
が
ら

卜

写
匚

佰

を

柚

え

ま

し

た

。

にエ
乙

女

の

人

役

を

つ

と

め

た

の

は

、

次

の

皆

さ

ん

で

す

。

野

囗

ひ

と

み

さ

ん

、

坂

本

嗣

実

さ

ん

、

川

鳥

有

芙

さ

ん

、
長

谷
川
な
ぎ
さ
さ
ん
、
坂
本
麗
夏

さ

ん
。

出

来

秋

が
楽

し

み

了

丁

長
。

玉串を奉納する坂本太さん



楽
隊
を
先
頭
に
、
四
百
二
十
七
名

の
消
防
団
員
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ
堂

々
の
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

式
は
、
蟹
田
町
消
防
団
長
総
指

揮
の
も
と
、
殉
職
消
防
団
員
に
対

す
る
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
検
閲
、

機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
、

分
列
行
進
と
続
き
ま
し
た
。

蟹
田
漁
港
で
行
わ
れ
た
放
水
で

は
、
十
九
台
の
ポ
ン
プ
自
動
車
が

一
斉
に
、
赤
、
黄
、
青
の
色
を
つ

け
た
水
を
高
々
と
放
水
す
る
と
観

覧
者
は
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
会
場
を
公
園
陸
上

競
技
場
に
移
し
、
表
彰
伝
達
式
が

行

わ
れ
ま
し

た
。

講
評

で
八
戸
良

次
郎
村
長
は

「
蓬
田

村

・
蟹
田
町

と
も
、
機
械
器
具

の
充
実

と
共
に

団
員

の
士
気

が
非

常
に
高

い
、
よ

っ
て
本
日
の
観
閲

式
は
百
点

満
点

で
あ

る
」
と
評
価
を
述

べ
ま
し

た
。

式

は
、
来

賓
祝
辞
の
後

、
県

消

防
協

会
東
青
支
部

長
（
平
館
村

消

防
団
長

）
の
万

歳
三

唱
で

、
十
二

時
に

終
了
し
ま
し

た
。

今

年
は
関
西
大
震

災
に
始
ま
り
、

地
下

鉄
サ
リ

ン
、
日

航
機
（

イ

ジ

ャ

ッ
ク
な
ど
災
害
や

事
件
に

い
と

ま

が
あ
り

ま
せ
ん
。

防
災
に
心

掛

け

ま
し
ょ
う

。

ゴ●蟹田町・蓬田村合同観閲式

蟹田町・蓬田村 合 同 観 閲 

式

六
月
二
十
三
日
（
金
）
蟹
田
町

・
蓬
田
村
消
防
団
の
合
同
観
閲
式

が
蟹
田
一
本
松
地
区
公
園
陸
上
競

技
場
を
主
会
場
に
団
員
、
来
賓
、

関
係
者
約
六
百
名
が
参
加
し
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
三
十
分
、
蟹
田
駅
前

か
ら
陸
上
競
技
場
ま
で
自
衛
隊
音



元気に！村老人

あなた集める人、私投げ る人

六
月

十
六
日
（
金

）
午
前
十
時

か
ら
村
農
業
者
ト

レ
ー
ユ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て

、
村
老
人

ス
ポ

ー

ツ
大

会
及

び
ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
大

会

が
開

催
さ
れ
参
加

者
約
四

百
人

が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

各

自
治
会
対
抗

と
あ

っ
て
会
場

は
声
援

や
歓
声

が
響

き
渡
っ
て

い

ま
し

た
。

午
前

の
競
技
種
目

は
、
①

パ
ン

食

い
競
争

②
ス

プ
ー

ン
リ

レ
ー
③

輪
投

げ
④

ボ
ー
ル
送
り

⑤
借
り
物

競
走
⑥

タ
イ

ヤ
転

が
し

⑦
カ
ン
釣

り
競
走
⑧
玉
入

れ
⑨
け

つ
あ

つ

パ

ン

パ
ン
⑩
酔

っ
払

い
運
転

禁
止
と
、

個
人
、
団

体
合
わ
せ
て
十

種
目

が

行

わ
れ
ま
し

た
。

午
後
か
ら

は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会

が
屋

外

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
場

で
行

わ
れ
、
予
選

を
勝
ち
抜

い
て

き
た

輪投げも競争となるとアワ食うんです

四
チ
ー
ム
が
リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
、
見
事
な
ス
テ
ィ
ッ

ク
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
後
三
時
に
ヶ
が
人

も
無
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
大
会

一
位一
　
蓬
ｍ

二
位
　
中
沢

三
位
　
広
瀬

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
位一
　
中
沢

二
位
　
蓬
田

三
位
　
高
根

ウリヤ！割いねジヤ

優勝は蓬田自治会のみなさん

真剣なまなざしとスピード感は､ バスケット

選手みたい、ん、ナイスポーズ

束

郡

老

人

ス

ポ
ー

ツ

ス
ポ
ー
ツ
で
交

流
を
は

か
る
東

津
軽
郡

老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
、

六
月
二

十
三

日
（
金

）
、
三
厩

村

や
す
ら

ぎ
公
園
に

お
い
て
開
催

さ

れ
ま
し

た
。

蓬
田
村

か
ら
は
選
抜

さ
れ

た
六
十
名

の
選
手

が
参
加
し

各
種
目

に
大

健
闘

を
見
せ
ま
し
た
。

結
果
は

次
の
と

お
り

で
す
。

▼

ス

ポ
ー
ツ
の
部

一
位
　

平
内
町

二

位
　

平
館
村

三

位
　

蓬
田
村

▼

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
部

一
位
　

今
別
町

二

位
　

平
内
町

三

位
　

蓬
田
村

老人スポーツ大会から●4

スポーツ大会

大
会
結
果
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県大会
出場！

野球部5年連続

卓球男子団体2年連続

強いぞ

六
月
十
五

、
十
六
日

、
平

内
町
で
行

わ
れ
た
第
四

十
六
回
東
郡

中
体
連
夏
季

大

会
で
蓬
田
中

学
校

は
、
野
球
部

が
優

勝
、
卓
球

男
子

団
体

が
準
優
勝

の
栄
冠

に
輝
き
、

個
人
で
は
四

名

が
県
大
会

の

出
場
権
を
獲

得
し
ま
し

た
。
特
に

野
球

部
は
他
校

を
寄
せ
付
け

ず
、
圧
倒

的
強

さ
で
、
五

年
連
続
出
場

の
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し

た
。

県
大
会

は
、
七
月
二

十
三

か
ら
二

十

五

日
ま
で

、
野
球

が
弘
前
市
、
卓

球

が

五

所
川
原
市

を
会
場

に
開
催
さ

れ
ま
す

の
で

、
皆

様
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第

九
回
青
森

県
チ

ビ
ッ
子

野

球

選
手
権
大
会
上

磯
支
部
予

選

会

が
、
六
月
二

十
四

日
（

土
）
、

蟹
田

町
野
球
場

に
お

い
て
開

催

さ
れ
、
蓬
田

ク
ラ

ブ
は
準

優
勝

に
輝

き
ま
し

た
。

午

前
九
時

か
ら
の
一
回

戦
、

蓬
田

ク
ラ

ブ
は
今
別
ク
ラ

ブ
と

対
戦
し
1
1
1
1

対
７

で
下
し

、
二
回

戦

は
蟹
田
ク
ラ

ブ
を
1
2対
７
で

圧

勝
。

順
調

に
駒
を
進

め
ま
し

た
。決
勝
は
平
舘

ク
ラ

ブ

と
の
間

で
争

わ
れ
、
中

盤
ま
で
得

点
を

３

点
リ
ー
ド
し
て

い
ま
し

た
が

後
半

で
逆
転

さ
れ
、
惜
し

く
も

３
対

６
で
準
優

勝
と
な
り

ま
し

た
。

応
援
に
駆
け

付
け

た
父
兄

は

、
精
一
杯

プ
レ
イ
し

た
選
手

に
、
大
き
な

拍
手

を
お
く
り

ま

し

た
。

5 ●東郡中体連／東郡チビッコ野球大会から

蓬中！

県
大

会
出
場
選
手

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
野
球
部

⊇
一
年
生

）
佐
井

鉄
治
、
八
戸

貴
志

、

木
村

広
大
、
津
島

永
平

、
東

津
拓
、
工

藤
祐
輝
、
藤
本
幸
春
、
中
村
勇
輝
、
村

上
隼

、
藤
本
禎

、
畠
山
浩
二

、
佐
井
理

宰

、
山
舘
大
地

、
（
二

年
生

）
小
野
真

一

、
福
井
飛
雄
馬

、
坂
本

悟
一
、

二

年
生

）
山
舘

雅
弘
、
越
田

武
馬
、

▽
卓

球
部
団
体

（
三

年
生

）
森
喜

朗
、
武
井

洋
史

、
越

田

勝
也
、
細
谷
大

輔
、
佐

藤
年
宣

、

（
二

年
生

）
大
宮

裕
之
、

越
田

紀
昭

、

福
田

伸
吾
、

▽

卓
球
個
人
男
子

⊇
一
年
生

）
森

喜
朗
、
（
二

年
生

）
大

宮

裕
之
、
福
田

伸
吾

、

▽
卓
球
個
人
女
子

（
二

年
生

）
八

幡
鶴
子
、

準
優
勝
！蓬
小
野
球
ク
ラ
ブ
　

３試合を完投した森達也君
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登
山
道
整
備
！

大
倉

山
好
会
は

、
大
倉
岳
、
赤

倉
岳
、
袴
腰
岳
を
結
ぶ
登
山
道
の

整
備
を

、
六
月
二

十
三

日
か
ら
二

十
四
日

の
二
日
間

で
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
作

業
は
、
大
倉

山
好
会

が
二

年

が
か
り

で
完
成

さ
せ
た
登

山
道
を
維
持
す

る
た
め

の
も
の
で

す

が
、
山
好
会
は
、
こ
の
他
に
も
、

昨

年
秋
に
、
登

山
者

が
安
全

な
山

歩

き
が
で
き
る
よ
う

に
案
内
板

を

要
所

に
設
置
す

る
な
ど
、
整
備

に

余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

無

事
作
業
を
終
え

た
会
員
は

。

「
山
菜
取

り
で
山
に
入

る
の
は

い

大
倉
山
好
会

い
の
で
す
が
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ

の
散
乱
が
目
に
つ
く
。
近
々
ゴ
ミ

収
集
に
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
」

と
、
残
念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。大
倉
岳
（
六
七
七
Ｍ
）
、
赤
倉

岳
（
五
七
六
Ｍ
）
、
袴
腰
岳
（
六

二
七
Ｍ
）
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で

す
。
一
度
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

そ
の
時
も
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
ね
。

大
倉
山
好
会
の
み
な
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

昨
年
の
夏
が
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
真
夏
日
と
い
う
言
葉
は
す
っ

か
り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
一
日
の
最
高

気
温
が
摂
氏
三
十
度
を
超
え
る
日

の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
真
冬
日

は
、
同
じ
く
最
高
気
温
が
零
度
未

満
の
日
で
す
。

ま
た
、
熱
帯
夜
と
い
う
言

葉
も
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
正
式
な
気
象
用
語
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
の
最

低
気
温
が
二
十
五
度
以
上
の

日
の
こ
と
で
す
。
最
低
気
温

は
夜
か
ら
朝
方
に
か
け
て
出

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
帯
夜
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
で
真

夏
日
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
八
月
を
例
に
と
っ
て
、

一
昨
年
の
冷
夏
と
比
較
し
て
み
ま

し
た
。

（

場

所

）（
平

成

六

年

）
　
（

同

五
年

）

札

幌
　

十

回
　
　
　
　
　

一

回

東

京
　

二

十

七

回
　
　

十

回

大

阪
　

三

十

一

回
　
　

二

十

回

高

松
　

三

十

一

回
　
　

十

四

回

那
覇
　
三
十
回
　
　
　

三
十
一
回

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
と
高
松
で

は
、
毎
日
が
真
夏
日
で
し
た
。
気

象
庁
で
は
昨
年
の
夏
の
天
候
を
、

高
温
、
猛
暑
、
少
雨
、
水
不
足
と

特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
清
涼
飲
料
水
や
ビ
ー
ル

が
、
記
録
的
な
売
れ
行
き
を
示
し

た
年
で
し
た
。
国
税
庁
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
昨
年
の
ビ
ー
ル
の
売

れ
行
き
は
対
前
年
比
七
％
の
伸

び

を
示

し
、

酒
類

の

課
税

額
が

は
じ

め
て

二
兆

円

を
超
え

ま

し

た

。

さ
ら
に

、
暑

か
っ

た

の
で

長
い

髪
を

束
ね

る
女

性

が
多

く
、

ヘ
ア

ー
ア

ク
セ

サ

リ

ー

の
売

れ
行

き
が

五
〇
％

も

伸

び
た

と
の
こ

と
で

す
。

夏

は

食
中

毒

の
季

節

で
す

。

七
月

は
、「
夏

期
食

品
一
斉

取

締
り

月
間

」
で

す
。

家

庭
で

も
、

食
品

の
取

り
扱

い
に

十
分

注
意

し
ま

し

合婦人会奉仕活動から●6

真夏日

歳
時
記



駅に

連合婦人会
・
息
子
来
ず

・
生
き

る
こ
と

・
土
を
掘
り

・
土
が
見
え

六
月

十
二
日

（
月

）
蓬
田
村

連

合
婦

人
会
（
会
長
二

唐
美
代
子

）

は

、
蓬
田

駅
構
内
の
花
壇
整
備
や
、

周
辺

の
除
草
な

ど
の
奉
仕
活
動

を

行

い
ま
し

た
。

連
合
婦

人
会
で
は
毎

年
き
れ

い

な
花
を
植
え

、
駅
を
利
用

す
る
客

の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

駅
を
利
用
す

る
み
な

さ
ん
、
ホ

ー
ム
に
あ
る
花

壇
で
雑
草

を
見

か

け
ま
し

た
ら
草
を
取
っ
て
上

げ
ま

老
い
て
も
土
と

生

き
て
ゆ
く

こ
と

縄
文

の
都

祖
母
の
腰

痛

暮

ら

す

日

日

に一
に｛

ま

み

れ

花
開
く

飛

ん

で

ゆ

く

昭
　
夫

文
　
明

久
　
子

咲
　
子

街

路

灯

寄

付

六
月
二
十
七
日
（
火
）
東
北
電
力

株
式
会
社
青
森
営
業
所
所
長
日
下
勝

郎
氏
が
役
場
を
訪
れ
、
八
戸
良
次
郎
村

長
に
「
防
犯
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
街
路
灯
六
灯
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
八
戸
村
長
は
「
あ
り
か
た
い
こ
と

で
す
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

体

育
の

振
興

に

役
立
て
て
と
寄
付
！

小
鹿
賢
蔵
氏
（
長
科
出
身
、
青
森
市

子
刈
四
丁
目
1
6の
７
在
住
）
が
、
村
民

体
育
祭
な
ど
に
役
立
て
て
と
、
四
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。

氏
は
十
五
年
前
か
ら
毎
年
、
村
に
寄

付
を
続
け
て
い
ま
す
。
村
で
は
村
民
体

育
祭
の
長
距
離
種
目
に
小
鹿
賢
蔵
賞
を

設
定
し
メ
ダ
ル
や
賞
品
代
に
、
ま
た
、

県
民
駅
伝
競
走
大
会
出
場
選
手
の
た
め

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・

土
か

ら
の

・
豊

作
は

・

こ
の
種
に

・
土
の
香
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
聞
か
ぬ
　
新
政
権

土
と
肥
料
の
　
　
　
よ
い
調
和

夢
を
託
し
て
　
　
　
土
に
生
き

惚
れ
て
田
舎
の
　
　
人
に
な
る

尚
　
政

勝
　
子

栄
　
博

年
　
栄

県
下

に
は
交
通
死
亡
事

故
抑
止
警
報
発
令
中
で
す
。

交
通

安
全
に
心
掛
け
ま
し

7●川柳北緯41°／各課から

きれいな花を!

国勢調査

10 月１日 は、

国勢 調 査

10月１日､全国一斉に５年に１度の

国勢調査が行われます。日本に住ん

でいるすべての人が対象です。

ご協力をお願いします。

平成７年10 月１日(日)

９月下旬から調査員がお伺いします
Ｏ

総務庁 統計局　　　　　 青森県



広報よもぎた

脳
卒
中
や
痴
呆
の
問
題
が
め
だ

っ
て
き
て
い
る
蓬
田
村
で
は
、
ど

う
す
れ
ば
寝
た
き
り
を
防
げ
る
の

か
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く
為

に
、
先
月
か
ら
村
脳
卒
中
後
遺
症

者
機
能
訓
練
教
室
の
指
導
に
み
え

て
い
る
金
沢
先
生
か
ら
、
住
宅
環

境
問
題
を
と
り
ま
ぜ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自

分
の
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
時
の

事
を
思
い
今
月
号
も
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
回

健
康
な
時
に
こ
そ
考
え
よ
う

健
康
な

と
き
に
は
別
に
気

に
も

な
ら
な
か
っ

た
和

式
便
所

が
、
す

こ
し

体
調
を

く
ず
し

た

だ
け
で

、

や
け

に
使

い
づ
ら
い
も
の
に
な

っ

た
と
い
う

経
験

を
、
誰
で
も
一

つ

や
二

つ
は
持

っ
て
い
る
と
思

い
ま

す
。ま

た
、
歩
き
な

れ
た
家
の
中
で

つ
ま
ず

い
て
転

び
そ
う

に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

か
、
年
を
と

っ
た
り
体
の
調
子

が
悪

い
と
き
は
、

歩

い
て
い
る

と
き

に
、
自
分
で
思

っ
て
い
る
ほ

ど
足

が
あ

か
っ
て

い

な
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
す

こ
し

体
調

が
悪

い
だ
け

で
も
今
ま
で

住
ん
で

い
た

自
分

の
家

が
使

い
づ
ら

い
も
の
に

な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す

。
ま
し

て
や

、
脳
卒
中
や
事
故

な
ど
で
体

に
障
害

を
受

け
て
、
車

い
す

や
杖

を
手
放

せ
な
く
な

っ
た
人
た
ち
に

と
っ
て

は
、
敷
居
な

ど
の
少
し

の

段
差
で

も
大

き
な
壁

の
よ
う

で
あ

り
、
健

康
な
と
き
に

住
ん
で

い
た

家
で
は
暮
ら

せ
な
く

な
る
人

が
た

く
さ
ん
で
き

る
わ
け
で
す
。

た
と

え
暮

ら
せ
た

と
し

て
も

、
毎

回
危

険

な
目

に
あ
う

わ
け

で
す

か
ら
、

だ
ん

だ
ん
動
き

た
く
な
く
な
り

、

悪
く
す

る
と
「
寝

た
き
り
」

と
い

う

こ

と
に
な
る
わ
け
で
す

。

悲
し

い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
、

せ
っ
か
く
病
気

が
治
っ
て

自
分
の

家

に
戻

っ
て
き

た
の
に
、
自
分

の

家

の
中

も
歩
け

な
い
な
ん
て
。

し

か
し

、
こ

の
よ
う

な
こ

と
も
、

す
こ
し
家

を
改
造
す

る
だ
け
で
、

だ

い
ぶ
使

い
や
す
く
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
廊
下
や
ト

イ

レ
に
手
す

り

を
付
け
た
り

、
段
差
を
少

な
く

し

た
り
、
風
呂

に
ち
ょ
っ

と
し

た

椅
子

を
お
く

だ
け

で
で
す
。

前
回

か
ら
何
回
続

く
か
わ

か
り

ま
せ

ん
が
こ
の
「
広
報

よ
も

ぎ
た
」

に
、
私

か
今
ま
で
に

経
験
し

た

い

ろ

い
ろ

な
障
害
者
の
み

な
さ
ん
の

こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し

て
最

後
ま
で
こ
の

シ
リ

ー

ズ

を
読
ん
で

い
た
だ
ヽ
い
て

、
す

こ
し

で

い
い
で
す

か
ら
、
村
民

の
み
な

さ
ん
の
力
を
同
じ

村
で
暮
ら
す

障

害
者

の
み
な

さ
ん
に
も
分
け
て
上

げ
よ
う

と

い
う
気

持
ち

が
出
て

く

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

結
局
そ

れ
は
自
分

の
た
め
に
な

る

か
ら
で
す
。
病
気
は
人
を
選
び
ま

せ
ん

か
ら
。

前
回
は
家

が
原
囚
で

寝
た
き
り

に
な
っ

た
若

い
お
母

さ
ん
の
は
な

し

を
書
き
ま
し

た
。
こ

の
次
は
、

「
自
分
一
人

の
力
で
便
所
に
行
き
た

い
」
と
「
な
け
な
し

の
お
金
を
は

た

い
た
脳
卒
中

の
人

の
お
は
な
し
」

を

お
聞

か
せ
し
ま
す
。

金沢先生が指導にみえる日は、

●イスにすわってできる運動

●寝ながらできる運動

などみんなでやります。その後は個

別に相談・指導などを時間をかけて

行ってくれます。これがまたみんな

の好評を得ています。

特別寄稿“蓬田村の皆さんべ●8

“
特
別
奇
稿
（
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
へ
）
”

皆
さ
ん
は
今
住
ん
で
い
る
自
分
の
家
に
一
生
住
め
る
と
思
い
ま
す
か
？

弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

金

沢

善
智

（
次
回
を

お
楽
し

み
に
）

皿 皿 翌



広報よもぎた

●閉経以後の出血

●長びく月経

●性交渉時の出血

夕●保健コーナー

7月は子宮癌検診

子宮癌の死亡率は減少の傾向にあります。子宮頸癌（子宮の入口に

できる癌）は40～50歳の人、早婚の人に多くみられ、ヒトパピロー

マウイルス感染が発がんに関与しているのではないかと考えられて

います。

また、子宮体癌（子宮の中の方にできる癌）は、肥満・糖尿病・高

血圧の人・閉経後の人などに多くみられます。子宮頸癌が減少傾向

にある一方。子宮体癌や卵巣癌は最近ふえはじめています。

〈子宮癌の主な症状〉

●正常な月経以外の出血

歪

性
器
盥

痛
み

子 宮 が ん の
セ ル フ チ ェ ッ ク

お
り
も
の

そ
の
他

●かんこな腰痛

●下腹部の痛み

●尿の出方がおかしい

・７月20日(木)(長科公民館)

・７月21日(金)(玉松公民館)

申し込みしていなくても受診で

きます。

力んだり、激しい労働の・
あとの出血

●ピンク色、茶褐色のおりもの

こ れら の症 状があって も、子宮が んときまったわけ ではあり ません。頸が んのごく初期で不正出 血の ない人も少なくはな

いので 、出 血がなくても子宮がん検診 を積極的に受け ましょう
Ｏ

〈子宮癌になりやすい人〉

子宮頸がんになりやすい人 子宮体がんになりやすい人

30代 から 昌 40代から

40代～50代 ピ発
ふ生

50 代～60 代

(閉経後になる人が80％以上を占める)

１．初潮が早い人

巳．初交年齢が低い人

３．早婚

４．妊娠・出産回数が多い人

５ ．煙草を吸う人

日．ヒト パビ囗－マウイルスに感染してい

る人(複数の男性と性交渉をもつ人)

危

険

因

子

１．不妊または妊娠回数が少ない人

巳．初婚・初妊年齢の高い人

3.  30 歳過ぎで月経不順がある人

４．閉経後の人

５．血縁者にがんにかかった人がいる人

Ｂ．太っている人

フ．高血圧や糖尿病ぎ みの人

●悪臭のするおりもの

●量が増える

▼子宮癌検診の日程
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お
知
ら
せ

半
島
＆
半
島
ツ
ア
ー参
加
者
募
集

●
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
超
お
得
な
一
泊
旅
行
、
韓
国
旅
行

が
ダ
ブ
ル
で
当
た
る
！

こ

の

秋

、
下

北

か

ら

津

軽

に
（

津

軽

か
ら

下

北

に

）
フ

ェ

リ

ー

で

渡

っ

て

み
ま

せ

ん

か

。

津

軽

・
下

北

両

半

島

の

関

係

市

町

村

と
県

で

構

成

す

る

「

半

島

＆

半
島

ツ

ア

ー

実
行

委
員

会
」

で

は
、

こ

の

秋

の
限

定

版

「
半

島

＆

半

島

ツ
ア

ー

」

へ

の

参

加

者

二

〇

〇

名

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

一

人
五

、
〇
〇

〇
円

の
参
加

料
で

一

泊

二

日

、

飲

食

付

き

、

ガ
イ

ド

付

き
、
お
土
産
付
き
で
、
参
加
料
の

何

倍

も

の

お
得

な

ツ

ア

ー

と

な

っ

て

い
ま

す

。

当

村

と

の

共

催

で

す

の
で

、

ふ

る

っ
て

の

お

申

込

み

を

お

待

ち

し

て

い
ま

す

。

○
募

集

コ

ー

ス

①

青

森

～
恐

山

～

仏

ヶ

浦

コ

ー

ス

②

青

森

～
恐

山

～

薬

研

コ

ー

ス

③
中

里

～
恐

山

～

尻
屋

コ

ー

ス

（

白
鳥
ド
ラ
イ

ブ
イ

ン
、
蟹
田

フ

ェ
リ

ー
発
着
場

経
由

）

④
む
つ
～

稲
垣
～
龍
飛

コ
ー
ス

⑤

脇
野
沢

～
蟹
田

～
龍
飛

コ
ー
ス

○
募
集

定
員
　

各

コ
ー

ス
と
も
四

〇

名
の
定
員
で

、
合
計
二
〇

〇

名
を
募
集
。
申

込
み
多
数

の
場

合

に
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

○
特

賞
　

当
選
者

の
中

か
ら

ペ
ア

で
三

組

に
韓
国

へ
の
旅
行

券
を

ダ
ブ
ル
で

プ
レ

ゼ
ン
ト

。

○
利
用

割
引
券
　

応
募

者
全
員

に

む

つ
湾
内
航
路
（

「
ほ
く
と
」
、

「

か
も
し

か
」

）
利
用

割
引
券

を

も
れ
な
く
進
呈
。

○
応
募
用

紙
　

専
用

の
応
募

用

紙

が
役
場

総
務
課
に
あ
り

ま
す
の

で

、
お
早

め
に

ど
う

ぞ
。

○
応

募

締

切
　

８

月
1
4
日

（

月

）

（
当

日

消

印

有

効

）

地
域
交
流
団
体
利
用

助
成
金
の
お
知
ら
せ

あ
と
で
取
消
や
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

む
つ
湾
内
航
路
を
利
用
し
て
地

域
交
流
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し

て
、
航
路
運
賃
の
一
部
を
半
島
＆

半
島
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
か
ら
助

成
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

す
応
募
用
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
請
求
は
慎
重
に

国
民

年
金

の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

6
5歳

か
ら
の
支
給
が
原
則
で
す
が
、

6
0歳

か
ら
6
4歳

の
人
で
も
、
希

望

す

れ
ば
受

け
は
じ

め
る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

た
だ
し

、
繰
り
上

げ
受
給
に

は

次
の
よ
う

に
不

利

な
点
が
た
く

さ

ん
あ
り
ま
す

。

①
　
受
給
を
は
し
め
た
年
齢
に
よ

っ
て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ

の
額
は
6
5歳
に
な
っ
て
も
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
生

涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

繰
り
上
げ
受
給
の
請

求
書
が
一
旦
受
理
さ
れ
る
と
、

④
　

受

給
し

た
後
、
6
5歳

に
な
る

ま

で
の
間

に
万

二

障

害
者

に

な

っ
た
場
合

、
障
害
基
礎

年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
　
受
給
し
た
後
、
夫
の
死
亡
な

ど
に
よ
り
遺
族
厚
生
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
併
給
は
さ
れ
ず
、
6
5歳
に

な
る
ま
で
の
間
は
、
繰
り
上
げ

受
給
の
老
齢
基
礎
年
金
と
ど
ち

ら
か
一
方
の
年
金
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

受
給
し
た
後
に
な
っ
て
か
ら
悔

や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
繰
り

上
げ
請
求
さ
れ
る
方
は
事
前
に
よ

く
考
え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

地
図
を
見
な
が
ら
目
的
地
を
探

す
、
そ
こ
に
は
難
問
奇
問
の
ク
イ

ズ
が
待
っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
は
と
て
も
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時
　
七
月
二
十
五
（
火
）

午
前
九
時
受
付
け
開
始
。
十
時
ス

タ
ー
ト
。

集
合
場
所
　
玉
松
海
水
浴
場

主
　
　
催
　
東
青
土
地
改
良
事
務

所
。

お知らせ● 10

③
　
繰
り
上
げ
受
給
し
た
後
、
就

職
し
て
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に

加
入
す
る
と
、
そ
の
間
は
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

②
　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

や
退
職
共
済
年
金
は
6
5歳
ま
で

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

村

民

体

育

祭

は

7
月
3
0
日
（
日
）
で
す

海

ま

つ

り

は

８
月
6
日
（
日
）
で
す

村
民
野
球
大
会
は

８
月
1
3日
（
日
）
で
す

牧

場

祭

は

８

月
2
7日
（
日
）
で
す



蓬田地区の杉林の中に高さ約２メートルの

石碑がありましだ。

石碑の正面右に「令七日奉戴十週年記念」、

真ん中に大きく「開墾之碑」左に「青森懸師

範学校長　従四位、勲四等、森山辰之助　謹

書」。裏には「昭和六年六月」大きく「蓬田

青年分團」と彫られています。

現在石碑の周辺は立派な杉林ですが、昭和

20年頃までは、蓬田青年団が団の運営資金を

捻出するために耕作した水田でした。すると

「開墾之碑」を建立した昭和６年に水田が完

成し、昭和20年頃に現在の杉が植林されたの

でしょうね。この「開墾之碑」について詳し

い方がおられましたら広報係 までご連絡をお

願いします。

11●行事予定／み～つけた

み～つけた 8

9

第
1
7回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

气表定予事行月７
２４８９―１６１８１０２１２３２５２０３ 日

日火土日火日火木金日火日 曜

日
曜
開
館

陶
芸

教
室
　
　

９
時

村

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

健
康

ウ
ォ

ー
ク

陶
芸
教
室
　
　

９
時

幼
児
育
児

教
室

日
曜
開
館

陶
芸

教
室
　
　

９
時

乳

ガ
ン
孚

宮

ガ
ン
検
診
（
長
科
公
民
館

）
1２
時
3０
分
～

乳

ガ
ン
孚

宮

ガ
ン
検
診
至

松
公
民
館

）
1
2時
３０
分
～

参
議
院
議
員

通
常
選
挙

陶
芸
教
室
　
　

９
時

村
子

ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

村
民
体
育

祭
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

体

育

協

会

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

選
挙
管
理
委
員
会

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

社

会

教

育

課

担
　
　
　
　
当

で

す

投
票
日
は
フ

月
2
3
日
（
日
）



人口と総世帯

(５月31日現在)
総人口3,863 人
男　1,848 人
女　2,015 人
世帯数･1,044世帯

お誕生おめでとうございます

。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
新
鮮
な
蓬

田
産
の
野
菜
や
山
菜
を
安
く
”
を
モ

ッ
ト

ー
に
、
六
月

十
二

日
直
売
所

が
オ
ー

プ
ン
、
好
評

を
得
て

い
ま

す
。
直

売
所

（
名

称
は
マ
ザ
ー
フ

レ

ッ
シ
ュ

）
は
、
村

農
協
前
の
車

庫
を
利
用
し

、
毎
週
月

・
水
・
金

曜
日
午
前

七
時
三

十
分

か
ら
十
二「好評です」と高田満農協生産販売課長

時
ま
で
開

い
て

い
ま
す

。

マ
ザ
ー
フ
レ
ッ

シ
ュ
は
、
現
在

、

一
団
体

と
二

十
六
名

の
個
人
で
組

織
運
営

さ
れ
て

い
ま
す
。

午
前
十
時

、
そ
の

マ
ザ
ー
フ

レ

ッ

シ
ュ

を
訪
ね
て
見

る
と

、
人

が

チ
ラ

ホ
ラ

、
品

数
も

少
な
め
。

こ
の
日
の
当
番
は
、
若
佐
由
美
子

（
中
沢

）
さ
ん
。
若
佐

さ
ん
に
様

子

を
伺
う

と
「
朝
は
開
店

前
か
ら

お
客
さ
ん

が
並
ん
で

い
て

、
一
杯

あ
っ
た
商
品
も

売
れ
て

こ
れ
だ
け

し

か
残
っ
て
な

い
の
よ
」

と
、
明

る
い
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

（
そ
う

か
遅

か
っ
た
の

か
）

マ
ザ
ー
フ

レ
ッ
シ
ュ

の
事
務
を

手

伝

う

村

農

協

生

産
販

売

課

長

の
高
田

満

さ
ん

は
「
地
域

の
た
め

に
手

伝
え

れ
ば
と
軽

い
気
持

ち
で

い
た
が
、
ま
さ

か
こ
れ
ほ

ど
利

用

さ
れ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。

太くりっぱなミズ も一束200 円で した
Ｏ

きれいな花一束200 円です。

戸籍の窓口／直売所マザーフレッシュから●12

戸籍の

窓　口

５月受付分

じゅ き　や細 谷 樹 希 也

青 木　 譲 也

昭　平

綾　子

正　弘

ゆかり

長男

二男

野
菜

が
取

れ
る
期
間
は

続
け

ま
す

が
、
こ

の
調
子

で
行
く

と
来

年
は

野
菜
の
作
付

も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

事
務
量
も

片
手

間
で
で
き

な
く
な

っ
て
き

た
よ
」

と
嬉
し

い
悲
鳴
。

マ
ザ
ー
フ

レ
ッ
シ
ュ
は

と
に
か

く

安
く
て
新
鮮

。
ど
う

ぞ
ご
利

用

く

だ
さ

い
。

おくやみ申し上げます

張間　房雄(長　　科　87歳)

室谷　久雄(蓬　　田　85歳)

久慈　武義(高　　根　85歳)

久慈　豊治(広　　瀬　74歳)

古川　吉榮(阿弥陀川　47歳)

直売所オープン
【マザーフレッシュ】

蓬田産野菜・山菜・花など　
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